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特別展「川端康成コレクションと東山魁夷」

【県立美術館】

■開催期間　9月17日（土）～11月6日（日）
■観 覧 料　一般1,000円　
　　　　　　高校・大学生500円
　　　　　　小・中学生260円
※各種割引等あり。詳しくはお問い合わせく
ださい。

企画展「柳沢吉保と甲府城」

【県立博物館】

　将軍徳川綱吉の絶大な信頼を得て、江戸幕府の大
老格として元禄の世を動かした柳沢吉保。甲斐源氏
の末裔である吉保は、やがて先祖の地甲斐国を拝領
して、甲府城とその城下町を整備し、「是ぞ甲府の花盛
り」という評判が立つほどの繁栄をもたらしました。
　本展では、柳沢家ゆかりの山梨や奈良・大和郡山
に遺された数々の名品を通して、吉保の足跡や甲府
城の変遷とともに、柳沢家に受け継がれた文化や伝
統、信仰を紹介します。

【県立考古博物館】

特別展「縄文土器名宝展
　　　　　  ～縄文芸術の到達点～」

企画展「深沢七郎の文学
　　　　   『楢山節考』ギターの調べとともに」

【県立文学館】

　深沢七郎（1914～1987）は笛
吹市石和町に生まれ、ギタリスト
として活躍していましたが、42
歳の時「楢山節考」で文壇にデビ
ュー。その後も「笛吹川」などの話
題作を発表しました。本展では
73年の起伏に富んだ生涯と作品
を、原稿、書簡、愛用のギターなど
約150点の資料で紹介します。

■開催期間　～11月6日(日)
■観 覧 料　一般600円　
　　　　　　 高校・大学生400円
　　　　　　 小・中学生250円
※各種割引等あり。詳しくは
　お問い合わせください。

東山魁夷《北山初雪》（1968年）

国宝　浦上玉堂《凍雲篩雪図》
江戸時代（19世紀初め）

深沢七郎　1957年1月
（写真提供 中央公論新社）

国宝　火焔型土器
（新潟県十日町市博物館所蔵）

か えん

山梨県指定文化財  柳沢吉保像 
　　　　　　　　  （一蓮寺所蔵）

甲府城並家中屋敷割図（部分）
　　　  （奈良県大和郡山市教育委員会所蔵）

県立文学館　甲府市貢川1-5-35
TEL 055-235-8080 FAX 055-226-9032

県立博物館　笛吹市御坂町成田1501-1 TEL 055-261-2631 FAX 055-261-2632

■開催期間　9月28日（水）～11月23日（水・祝）
■観 覧 料　一般・大学生　600円
　　　　　　小・中・高校生　300円
※各種割引等あり。詳しくはお問い合わせください。

県立考古博物館　甲府市下曽根町923
TEL 055-266-3881 FAX 055-266-3882

県立美術館　甲府市貢川1-4-27 TEL 055-228-3322 FAX 055-228-3324

22イベントの詳細は各施設にお問い合わせいただくか、HPでご確認ください。

■開催期間
　10月8日（土）～11月28日（月）
■観 覧 料
一般1,000円
高校・大学生500円　小・中学生260円
※各種割引あり。詳しくはお問い合わせください。

講演会「川端康成と東山魁夷」
■日時　10月9日（日） 午後2:30～
■講師　平山三男氏（財団法人川端康成記念會評議員）
■会場　県立美術館 総合実習室（申し込み不要、聴講無料）

関連イベントの紹介

講演会「奇跡の文学」
■日時　10月16日（日）　
　　　　午後1:30～
■講師　中沢新一氏
　　　　（思想家・人類学者）
■会場　県立文学館 講堂
　　　　（要申し込み、聴講無料）

関連イベントの紹介

縄文王国山梨巡回イベント ■開催日　10月22日（土）

縄文土器で煮てみよう！ ■開催日　11月3日（木・祝）

関連イベントの紹介

「柳沢吉保と甲府城」展シンポジウム
■日時　10月30日（日） 午後1:00～
■講師　島内景二氏（電気通信大学教授）
　　　　福留真紀氏（長崎大学准教授）
　　　　宮里 学氏（県埋蔵文化財センター）
■会場　県総合教育センター 大研修室
　　　　（申し込み不要、聴講無料）

関連イベントの紹介

　日本人初のノーベル文学賞
受賞者の川端康成は、美術に造
詣が深く、コレクターとしても
知られます。日本画家の東山魁
夷は、川端と浅からぬ交流を持
った芸術家の１人です。本展
は、池  大雅と与謝蕪村の合作
《十便十宜図》と浦上玉堂《凍雲
篩雪図》（いずれも国宝）など川
端の収集した美術品を中心に、
東山の創作の源となった美術
コレクション、さらには川端と
東山の両家が所蔵する東山作
品を紹介します。
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この特別展「川端康成コレクションと東山魁夷」は、宝くじの普及
広報事業費により実施しています。

　今から約5,000年前の縄文
時代中期は、東日本を中心に
装飾性に優れ、芸術性が高い
土器文化が発達しました。特
に関東甲信越から東北南部に
かけての地域では、絢爛豪華
な文様の土器が数多く出土し
ています。重要文化財50点
を中心とした縄文土器を一堂
に展示します。

【県立科学館】【環境科学研究所】

　写真・パネル約70点を展示し、森
の中でのきのこの役割や特徴、食・
不食の別や似ているきのこの見分け
方など、分かりやすく紹介します。

きのこ写真展

【県立図書館】

　今年は、武田信玄と上杉謙信
の一騎打ちで有名な「第四次川
中島の戦い」から450年という
歴史的な節目です。川中島合戦や、
信玄、謙信に関する図書を展示。

第３回資料紹介展示 「風林火山－川中島合戦in図書館」

■日　時　10月22日（土）午後8：00～9：00
　　　　　　　　　　　　　　　（消灯時間）

■開催期間
　１期：「標高別きのこ」 ～10月6日(木)
　２期：「似ているきのこ」 10月8日（土）～11月13日（日）
■観 覧 料　無料

TEL 055-254-8151 FAX 055-240-0168

環境科学研究所　富士吉田市上吉田字剣丸尾5597-1
TEL 0555-72-6203 FAX 0555-72-6204

■開催期間　10月26日（水）～
　　　　　　12月27日（火）
■観 覧 料　無料

県立図書館　甲府市丸の内2-33-1
TEL 055-226-2586 FAX 055-226-2528

県立科学館　甲府市愛宕町358-1

　「天の川の見える美しい星空を次世代に」を合
い言葉に、必要のない照明を消して美しい星空を
取り戻そうと呼び掛けるのが、「ライトダウン甲
府バレー」です。13回目となる今回のテーマは、
「星を見上げて祈りを届けよう」。
　変わることのない星の輝きを共に見上げること
が、明日への希望となることを信じて。

第１３回ライトダウン甲府バレー

この企画展「柳沢吉保と甲府城」は、宝くじの普及広報事業費
により実施しています。 

9月17日（土）～10月2日（日）
10月22日（土）～11月6日（日）

展示期間
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ライトダウン甲府 検 索


